
状
態
に
よ
っ
て「
医
薬
品
」

と
み
な
さ
れ
た
り
、
単
な

る
「
食
品
」
と
し
て
み
な

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
な

ど
、
取
り
扱
い
方
が
や
や

こ
し
く
、
結
果
と
し
て
Ｐ

Ｒ
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま

い
や
す
い
と
い
う
事
情
も

あ
り
ま
す
。

地
域
お
こ
し
の
可
能
性

　

和
歌
山
港
の
近
く
に
薬

種
畑
と
い
う
地
名
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
も
吉
宗
が

関
わ
っ
た
薬
草
園
の
名
残

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
華

岡
青
洲
を
輩
出
す
る
な

ど
、
江
戸
時
代
の
医
学
に

紀
州
は
大
き
な
影
響
を
残

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
先

人
の
知
見
を
後
世
に
伝
え

る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
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た
漢
方
薬
の
軟
膏
剤
で
あ

る
「
紫
雲
膏
（
し
う
ん
こ

う
）」
に
も
ト
ウ
キ
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
軽
度
の

や
け
ど
な
ど
に
効
能
が
あ

る
と
さ
れ
、
様
々
な
製
薬

会
社
が
商
品
化
し
て
い
ま

す
。

　

和
歌
山
に
ゆ
か
り
が
あ

り
、
日
本
一
の
品
質
と
い

わ
れ
る
ト
ウ
キ
。
幅
広
い

活
用
が
期
待
で
き
そ
う
で

す
が
、
現
在
高
野
町
で
ト

ウ
キ
を
扱
う
農
家
は
わ
ず

か
２
軒
。
上
手
に
発
芽
さ

せ
る
た
め
の
技
術
が
必
要

で
、
修
治
の
作
業
も
専
用

の
道
具
が
必
要
で
難
し

く
、
他
の
農
林
水
産
業
同

様
、
後
継
者
不
足
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
で
は
数
年
で
和
歌
山
県

内
で
ト
ウ
キ
を
栽
培
で
き

る
人
が
い
な
く
な
る
可
能

性
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

知
名
度
と
制
度
の
壁

　

今
や
全
国
屈
指
の
ト
ウ

質
は
日
本
一
！

高
野
町
の
「
ト
ウ
キ
」

　
　
「
ト
ウ
キ
（
当
帰
）」

と
は
婦
人
病
な
ど
に
効
能

が
あ
る
漢
方
薬
の
材
料
と

し
て
知
ら
れ
る
薬
草
。
な

か
で
も
標
高
が
高
い
高
野

町
や
奈
良
県
五
條
市
付
近

で
栽
培
さ
れ
る
ト
ウ
キ
の

質
は
日
本
一
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ト
ウ
キ
は
、
収
穫
後
に

専
用
の
道
具
を
用
い
て
漢

方
薬
の
材
料
と
し
て
使
え

る
よ
う
加
工
す
る
「
修
治

（
し
ゅ
う
ち
）」
と
い
う
工

程
を
経
て
、
製
薬
会
社
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ト
ウ
キ
の
葉
は
香

辛
料
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
い
な
か
伝
承

社
で
も
お
茶
と
し
て
試
飲

す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

青
洲
に
も
ゆ
か
り
が

あ
る
も
の
の
…

　

紀
州
藩
出
身
の
医
学

者
・
華
岡
青
洲
が
処
方
し

薬 草 × 和 歌 山 ＝ 可 能 性 は 無 限 大 ? !
　和歌山は実は薬草栽培に適している土地であることをご存知ですか？
　紀州藩ゆかりの徳川吉宗は江戸で「小石川養生所」を立ち上げたことは広く知られていますが、紀州藩でも様々な薬草の栽培をしたといわれています。
和歌山の農山漁村のファンづくりに取り組む「いなか伝承社」（任意団体・田中寛人代表）の活動から薬草の可能性を探ります。

（左）トウキの畑（上）修治の工程でトウキをはぜ掛けして
いる様子。

【おことわり】
　4コマ漫画「海野くんと山乃ちゃん」はお休みします。
　ご了承ください。

キ
生
産
地
と
な
っ
て
い
る

奈
良
県
で
は
県
を
あ
げ

て
、
ト
ウ
キ
を
活
用
し
た

様
々
な
商
品
や
料
理
の
開

発
や
Ｐ
Ｒ
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
和
歌

山
県
内
で
も
各
地
で
薬
草

や
薬
膳
料
理
な
ど
の
普
及

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

大
き
な
動
き
ま
で
に
は
広

が
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。

　

い
な
か
伝
承
社
で
は
、

和
歌
山
県
内
で
約
50
種
類

に
の
ぼ
る
薬
草
に
つ
い

て
、
栽
培
場
所
や
自
生
し

て
い
る
場
所
を
確
認
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

実
際
に
は
さ
ら
に
多
く
の

種
類
の
薬
草
が
和
歌
山
県

内
に
存
在
し
て
い
る
と
み

ら
れ
ま
す
。

　

県
内
で
み
ら
れ
る
薬
草

は
、
ト
ウ
キ
の
よ
う
に
標

高
が
高
く
比
較
的
寒
冷
な

土
地
で
育
つ
も
の
か
ら
、

海
沿
い
の
標
高
の
低
い
土

地
で
育
つ
も
の
ま
で
多
種

多
様
で
す
。
和
歌
山
が
持

つ
豊
か
な
自
然
だ
か
ら
こ

そ
、と
も
い
え
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
自
生
し
て
い

る
薬
草
は
知
名
度
が
低

く
、
他
の
雑
草
と
一
緒
に

刈
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

少
な
く
な
く
、
安
定
し
て

調
達
す
る
こ
と
が
困
難
だ

と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
薬
草
や
薬
膳
料
理

な
ど
を
広
く
紹
介
し
た

り
、販
売
し
た
り
す
る
際
、

紹
介
方
法
に
よ
っ
て
は

「
改
正
医
薬
品
医
療
機
器

等
法
（
薬
機
法
、
旧
薬
事

法
）」
と
よ
ば
れ
る
法
律

等
に
抵
触
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
薬
草
の
部
位
や

https://stopcovid19-for-npo.jp/

　全国のNPO支援機関が連携し、ネットワー
ク組織「CIS（「新型コロナウイルス」NPO支
援組織社会連帯）」が立ち上がりました。様々
な情報を発信しています。ぜひご覧ください。

NPOのための新型コロナ
ウイルス対応お役立ちサイト

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
現
代
で
は
高
齢
化

の
進
展
で
健
康
志
向
が
高

ま
っ
て
お
り
、
薬
草
や
薬

膳
料
理
を
活
か
し
た
健
康

増
進
の
機
運
の
高
ま
り
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
十
分

あ
り
ま
す
。
地
域
に
自
生

し
て
い
る
薬
草
な
ど
が
健

康
に
役
立
つ
の
で
あ
れ

ば
、
地
域
資
源
の
有
効
活

用
に
つ
な
が
る
期
待
も
。

　

和
歌
山
県
内
で
は
大
学

の
薬
学
部
の
新
設
準
備
も

進
ん
で
い
ま
す
。
薬
草
栽

培
の
後
継
者
問
題
と
、
薬

機
法
等
の
壁
が
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
、
和
歌
山
で
の
薬

草
の
可
能
性
は
も
っ
と
広

が
り
そ
う
で
す
。　
　
　

（
志
場
久
起
）

【次号のわかつく】
社会情勢がおおきく変動する
なかで、なんらかのきっかけ
で職を失ったり、場合によっ
ては住まいを失ったり、とい
う事態に陥ってしまう方もい
らっしゃいます。
そうした方を支援する取り組
みをご紹介する予定です。
次号は 9月 11 日付けの予定
です。

第 2回 和歌山市NPO・ボランティアパワーアップセミナー

～そうだったのか！非営利団体・ボランティアの広報最初の一歩～

NPO・ボランティアのための広報・初級編参加者
募　集

　NPO・ボランティア団体は、活動への参加の呼びかけ、ボランティアの募集、

支援者の募集など、様々な場面で「広報」する機会があります。どんな広報をすれば、

市民のみなさんに伝わりやすいのか、NPO での広報実務経験の実績が豊富な石井

さんから学びます。

日　時　2020 年 10 月 3 日（土）13:30 ～ 16:00
場　所　和歌山市地域フロンティアセンター会議室 C（フォルテワジマ 6階）

講　師　石井 大輔さん （「ファンドレイジングのレシピ」代表／ファンドレイジング・コーディネーター）

参加費　無料ですが各団体の広報物をご持参ください

対　象　和歌山市周辺のNPO・ボランティア団体で活動されている方

定　員　30 名

【お申し込み方法】
　電話・FAX・メール・オンライン申込みのいずれかで、和歌山県NPOサポートセンターまで

お申し込みください。

　電話　073-435-5424（受付時間：火曜～土曜 9:00 ～ 20:50、日曜 9:00 ～ 17:30、月曜・祝祭日休み）
　FAX　073-435-5425　　　E-mail　info@wakayama-npo.jp
　オンライン申込み　右の 2次元コードをスマートフォンで読み取って申し込みページにアクセスください。

【お知らせ】
　新型コロナウイルス感染症の拡大が継続し、オンライン会議・オンライン研修の機会が増加しています。

　助成金・補助金の制度説明会、事業の説明会などがオンラインで開催されるなどのケースもみられ、NPO・ボランティア団

体としてもオンライン会議・オンライン研修ができる環境整備が求められるようになっています。

　和歌山県 NPO サポートセンターでは、使用例が多いオンライン会議ツール「ZOOM」を一度使ってみようという機会をご

用意します。詳細が決まりましたら、和歌山県 NPO ホームページ「わかやま NPO 広場」（https://www.wakayama-npo.jp）

でお知らせします。

※ この講座は今年 3 月 7 日に開催を予定していたものの新型コロナウイルス感染症拡大の影響で

延期となっていたものです。

主　催　和歌山市NPO・ボランティア推進協議会、和歌山県NPOサポートセンター

　本講座は、和歌山市地域フロンティアセンター利用登録団体が参加している「和歌山市 NPO・ボランティア

推進協議会」と、和歌山県NPOサポートセンターが連携して開催します。

【石井大輔さんプロフィール】
1978 年神奈川県足柄上郡生まれ。大阪府高槻市在住。通信機器メーカー（営業・マーケティング）や制作会社（営業・
編集）を経て、2007年から国際協力NGOや中間支援NPOなど非営利組織に通算9年在籍。広報・渉外、バングラデシュ
駐在員などを経験。2016年にフリーランスとなり、非営利団体やボランティアグループの資金調達や広報の「困った」
を解決するウェブメディア運営や伴走支援に取り組む。
ウェブサイト「ファンドレイジングのレシピ」https://recipe4fundraising.com/

（上・左）和歌山県内で採取された薬草を使ってお茶を試飲する
イベントの様子


